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可児市兼山生き生きプラザ１階ロビーホール改修工事

◎注意事項

　この内訳書の工事項目及び数量は、積算する上での参考
資料です。
　積算の際は、設計図面にて工事項目及び数量を拾い出し
積算して下さい。

可児市 観光経済部 観光交流課



観交工－１ 工事箇所

１． 一般事項
（1）

（2）

（3）

（4）

（5） 本工事において以下に示す建設機械を使用する場合は、「特定特殊自動車排出ガスの規制等に関する法律（平成
17年法律第51条）」に基づく技術基準に適合する機械、または、「排出ガス対策型建設機械指定要領（平成３年１０月
８日付建設省経機発第２４９号、最終改定平成２２年３月１８日付け国総施第２９１号）」、「排出ガス対策型建設機械の
普及促進に関する規定（平成１８年３月１７日付け国土交通省告示第３４８号）」もしくは「第３次排出ガス対策型建設機
械指定要領（平成１８年３月１７日付け国総施第２１５号）」に基づき指定された排出ガス対策型建設機械（以下「排出
ガス対策型建設機械等」という。）を使用しなければならない。
排出ガス対策建設機械等を使用できないことを監督員が認めた場合は、平成７年度建設技術評価制度公募課題「建
設機械の排出ガス浄化装置の開発」、またはこれと同等の開発目標で実施された民間開発技術の技術審査・証明事
業もしくは、建設技術審査証明事業により評価された排出ガス浄化装置を装着した建設機械を使用することができる
が、これにより難しい場合は監督員と協議するものとする。
排出ガス対策型建設機械あるいは排出ガス浄化装置を装着した建設機械を使用する場合、現場代理人は施工現場
において使用する建設機械の写真撮影を行い、監督員に提供するものとする。

機　　　　　種 備　　　　　考

工事番号 可児市　兼山　地内 施設名 可児市兼山生き生きプラザ

円

工事名 可児市兼山生き生きプラザ１階ロビーホール改修工事

理         由  工　　事　　概　　要 

　観光グランドデザインにおける山城の拠点施
設とするため、兼山生き生きプラザ内の兼山連
絡所跡および１階交流サロンスペースをシア
ターコーナー・着付け体験コーナー・観光事務
所とするための内外装改修工事を実施する。併
せて兼山歴史民俗資料館への通路を解体撤去す
る。

　【改修内容】
　　・建築工事（内外装改修）　一式
　　・電気設備工事　一式
　　・機械設備工事　一式

　【建物概要】
　　　　建物名称：可児市兼山生き生きプラザ
　　　　構造：鉄骨造　地上3階　地下1階
　　　　延べ床面積：1,190.17㎡

・トラックシャベル（車輪式）

・ブルドーザ

・発動発電機（可搬式）

・空気圧縮機（可搬式）

金     額 円 内消費税相当額

特  記  仕  様  書

受注者は、工事請負契約書、可児市建設工事共通仕様書及び特記仕様書に基づき施工するものとする。なお、特
記仕様書は共通仕様書に優先する。

受注者は、本工事が「可児市工事品質証明実施要領」の対象となる場合、要領に基づき品質の証明を実施しなけれ
ばならない。

受注者は、受注時、変更時、完成時の各時点において工事請負代金額が500 万円以上の工事について、工事実績
情報システム（コリンズ）に基づき、受注・変更・完成・訂正時に工事実績情報として「登録のための確認のお願い」を
提出し監督員の確認を受けた後に、受注時は契約後、土曜日、日曜日、祝日等を除き10 日以内に、登録内容の変
更時は変更があった日から、土曜日、日曜日、祝日等を除き10 日以内に、完了時は完成後、土曜日、日曜日、祝日
等を除き10 日以内に、訂正時は適宜登録機関に登録申請をしなければならない。変更登録時は、工期、技術者に
変更が生じた場合に行うものとし、工事請負代金のみの変更の場合は、原則として登録を必要としない。ただし、工事
請負代金500万円未満に変更する場合には変更時登録を行うものとする。なお、変更時と完成時の間が10日間に満
たない場合は、変更時の提示を省略できる。

提出・提示書類は別添「可児市建設工事における取扱い書類一覧表」に基づき実施するものとする。また、工事打合
簿（指示、協議、承諾は除く）、材料確認簿、夜間・休日作業届けの書類を提出する場合は、別添様式に基づき、電
子メールにて提出するものとし、書面には署名または押印する必要はないものとする。これらに定めのない事項につ
いては、監督員と協議する。

一般工事用建設機械

・バックホウ 　ティーゼルエンジン（エンジン出力7.5kｗ以上260ｋｗ
以下）を搭載した建設機械に限る。

・油圧ユニット

　（以下に示す基礎工事用機械のうちベースマシンとは別に、独
立したディーゼルエンジン駆動の油圧ユニットを搭載しているも
の：油圧ハンマ、パイプロハンマ、油圧式鋼管圧入・引抜機、油圧
式杭圧入引抜機、アースオーガ、オールケーシング掘削機、リ
バーサーキュレーションドリル、アースドリル、地下連続壁施工
機、全回転型オールケーシング掘削機）

・ローラー類
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　（ロードローラ、タイヤローラ、振動ローラ）

・ホイールクレーン

・オフロード法の基準適合表示が付されているもの又は特定特殊自動車確認証の交付を受けているもの。

・排出ガス対策型建設機械として指定をうけたもの。

産業廃棄物の適正処理について

受注者は、産業廃棄物が搬出される工事にあたっては、監督員の指示に従い、産業廃棄物関連書類の提出及び確
認並びに処理施設の現地確認並びに建設廃棄物処理状況の管理を行い、産業廃棄物が最終処分に至るまで適正
に処理されていることを確認しなければならない。

建設発生土については、工事間流用とし、流用先は監督員が指示する。都合により工事間流用ができなくなった場
合は、別途協議する。ただし、建設発生土が100m3未満の場合はこの限りではない。また受注者の都合により処分場
を変更する時は監督員に報告するものとする。

使用材料

本工事において、発注者、受注者及び全下請人を被保険者として、工事着手から工事目的物の引渡しまでの期間につい
て、賠償責任保険（保険対象：第三者に与えた損害）及び工事保険（保険対象：工事目的物、工事材料及び仮設物等）に
加入するものとする。

ワンデーレスポンスの取組について

この工事は、ワンデーレスポンス実施対象工事です。
「ワンデーレスポンス」とは受注者からの質問、協議、報告、承諾願、立会願等への回答は、基本的に「その日のうち」
に回答するよう対応することです。ただし、即日回答が困難な場合は、いつまでに回答が必要なのかを受注者と協議
のうえ、回答期限を設けるなど、何らかの回答を「その日のうち」にすることとする。

実施にあたっては、可児市工事監督におけるワンデーレスポンス実施要領に基づき実施する。

アスファルト再生合材について
本工事で使用するアスファルト再生合材には「ささゆりクリーンパーク溶融スラグ」を混入するものとし、使用にあたって
は、「溶融スラグの土木資材への利用に関するガイドライン（可児市）」によること。

コンクリート二次製品について
本工事に使用するコンクリート二次製品については、ささゆりクリーンパーク溶融スラグ混入資材を使用するものとし、
施工前に溶出試験結果等の品質を証明する書類を提出し、監督員の許可を得ること。

生コンクートについて
本工事に使用する生コンクリート（均しコンクリートを除く）については、水セメント比60％以下とし、品質を証明する書
類を提出して、事前に監督員の許可を得ること。

工事施工について

契約書18条第1項第1号から5号に係る設計図書の照査を行い、監督員の確認を受けて施工を行うこと。

受注者は、工事着手に先立ち、現場付近の地元住民等に対する周知、説明、説得等を行い、トラブルの生じないよう
努めること。

電子納品について

「岐阜県電子納品要領」等に基づき、電子納品を行うこと。なお、電子納品の内容については、監督員と事前に協議し、決
定すること。

暴力団等による不当介入における通報義務について

(２) 受注者は、暴力団又は暴力団員等による不当介入を受けたことにより、履行期間内に工事等を完了することができな
いときは、発注者に履行期間の延長変更を請求することができる。

工事による既設構造物の破損については、未然に防止するよう予め十分調査をし、また、支障を及ぼさないよう相当
の防護工を施工しなければならない。なお、誤って損傷を与えた場合は、請負人の責任において復旧しなければな
らない。調査に際しては、記録保存の必要を認めた場合は写真撮影、測量等を行わなければならない。

工事着手前に、可児市基準点（世界測地系）を用い、境界（座標）を確認すること。また、特に指示しない限り、構造物
を官民境界とするため、官民境界と構造物の位置を示した図面等にて施工した構造物が民地を侵していないことを
報告すること。

施工区間と現道との取付については、交通の支障とならないよう充分留意すること。

(１)受注者は、契約の履行に当たって、暴力団又は暴力団員等から、事実関係及び社会通念等に照らして合理的な理由
が認められない不当若しくは違法な要求又は契約の適正な履行を妨げる妨害を受けたときは、警察へ通報するとともに、
可児市が行う契約からの暴力団排除に関する措置要綱（平成２２年可児市訓令甲第４７号）に定める様式第９号により可児
市に報告しなければならない。なお、通報・報告がない場合は、可児市建設工事請負契約に係る指名停止措置要領に基
づき、指名停止等の措置を行うことがある。

必要に応じ交通誘導警備員を配置し、安全を期さなければならない。また、夜間の安全確保についても十分な対策
を施すこと。

工事保険について

受注者は工事施工中において、問題が発生した場合や計画工程と実施行程を比較照査し、差異が生じた場合は速
やかに監督員へ報告すること。

受注者は、施工計画書に基づいて適正な計画工程を作成し、工事の先々を予見しながら、施工するものとする。
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その他図面特記仕様書による。

(1)現場の完了検査を平成29年10月20日までに受検できるよう施工完了すること。
その他

(2)施設利用者の妨げにならないように、安全対策を講じてから着手すること。

現場代理人の兼務について

現場代理人は、工事請負契約約款第１０条第２項の規定により、契約工期内の現場常駐が義務付けられているが、契約締
結後、現場事務所の設置、資機材の搬入又は仮設工事等が開始されるまでの期間や、工事の全部の施工を一時中止し
ている期間については、監督員との連絡体制を確保した上で、常駐義務を緩和するものとする。
また、以下の条件を全て満たす場合に、他工事の現場代理人又は専任でない主任技術者を兼務することができる。
　１．他工事は、可児市発注の建設工事で、工事現場が市内であること。
　２．他工事においても、本工事と同様に現場代理人の兼務を認めていること。
　３．兼務を行う工事の総数が、本工事を含めて３件までであること。
　４．兼務を行う工事の請負代金額の合計が2，500万円未満であること。
　５．発注者又は監督員が求めた場合には、工事現場に速やかに向かう等の対応ができること。
なお、工事現場における運営、取締り及び権限の行使に支障がある場合、及び、発注者との連絡体制が確保されていな
いと監督員の認めた場合は、兼務を取り消すものとする。
現場代理人が兼務となった場合は、本工事の監督員及び他工事の監督員の双方に、現場代理人兼務届を提出しなけれ
ばならない。

主任技術者又は監理技術者の専任を要しない期間について

請負契約の締結後、現場施工に着手するまでの期間（現場事務所の設置、資機材搬入、仮設工事等が開始されるまでの
期間）については主任技術者または監理技術者の工事現場への専任を要しない。なお、現場施工に着手する日について
は、請負契約締結後、監督職員と打ち合わせにおいて定める。
また、工事完成後、検査が終了し（発注者の都合により検査が遅延した場合は除く。）事務手続き、後片付け等のみが残っ
ている期間については、主任技術者または監理技術者の工事現場への専任を要しない。なお、検査が終了した日は発注
者が工事の完成を確認した旨、受注者に通知した日とする。



可児市兼山生き生きプラザ１階ロビーホール改修工事

A 建築工事 1.0 式

E 電気設備工事 1.0 式

M 機械設備工事 1.0 式

Ⅰ 直接工事費　　　計 1.0 式

Ⅱ 共通仮設費 （共通仮設工事費積上分を含む） 1.0 式

　 純工事費　　　計 　 　

　
Ⅲ 現場管理費 1.0 式

工事原価　　　計

　 　 　
　

Ⅳ 一般管理費等負担額 1.0 式

工事価格　　計

　
Ⅴ 消費税相当額 1.0 式

総　　合　　計

金　　　　額 備　　　　　　　　　　考記号 工    事    名    称 摘　　　　　　　　　要 数　　量 単位 単　　　価

　　総　括 1 内訳書　　　



Ａ 建築工事

A-1直接仮設工事 1 式

A-2鉄骨工事 1 式

A-3金属工事 1 式

A-4木工事 1 式

A-5石工事 1 式

A-6建具工事 1 式

A-7塗装工事 1 式

A-8内外装工事 1 式

A-9仕上ユニット工事 1 式

A-10解体工事 1 式

計

　　Ｐ．  　　2

摘　　　　要金　　　　額単位 単　　価名　　　　　称 数　  量仕　　　　　様



A-1直接仮設工事

外部足場 枠組本足場 24.9 ㎡

同上養生ネット メッシュシート張り 24.9 ㎡

内部足場 脚立足場 123 ㎡

墨出し 仕上 123 ㎡

養生 仕上 123 ㎡

清掃・片付け（施工中） 123 ㎡

竣工時清掃 123 ㎡

計

改め計

　　Ｐ．  　　3

名　　　　　称 金　　　　額 摘　　　　要仕　　　　　様 数　  量 単位 単　　価



A-2鉄骨工事

角形鋼管
STKR400
□-100×100×2.3 0.09 ｔ

リップ溝形鋼
SSC400
C-100×50×20×2.3 0.17 ｔ

鋼板
SS400
PL-4.5 0.02 ｔ

中ボルト M-12 29 本

工場溶接 6.0 ｍ

工場加工 0.28 ｔ

現場取付 錆止塗装現場ﾀｯﾁｱｯﾌﾟ共 0.28 ｔ

現場溶接 6.0 ｍ

鉄骨工事運搬 0.28 ｔ

錆止塗装 工場塗装 11.1 ㎡

布基礎 　型枠・鉄筋･ｺﾝｸﾘｰﾄ･ｱﾝｶｰ共 1 式

計

改め計
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金　　　　額 摘　　　　要仕　　　　　様 数　  量 単位 単　　価名　　　　　称



A-3金属工事

木製梁・格子固定吊ボルト 1 式

鋼製軽量壁下地 65形 18.3 ㎡

鋼製軽量天井下地 19形 32.7 ㎡

外壁スパンドレル
着色ガルバリウム鋼板t0.4
K型スパン同等品 18.6 ㎡

上端部見切鉄板 着色ガルバリウム鋼板t0.6加工 5.2 ｍ

下端部水切鉄板 着色ガルバリウム鋼板t0.6加工 5.2 ｍ

側面端部見切鉄板 着色ガルバリウム鋼板t0.6加工 16.0 ｍ

ピクチャーレール アルミ製　フック付 5.2 ｍ

柱脚飾り金物 6 箇所

梁小口飾り金物 5 箇所

計

改め計
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仕　　　　　様名　　　　　称 単位 単　　価 金　　　　額 摘　　　　要数　  量



A-4木工事

木製ころばし床組 H=200 19.9 ㎡

床板 桧上小節　t20　 19.9 ㎡

上框敷居 桜上小節　200×150×4600 1 本

柱 杉上小節　150×150×4000 8 本

柱 杉上小節　150×100×4000 4 本

柱 杉一等　　120×120×4000 4 本

外部柱 桧上小節　200×200×3000 3 本

付柱 杉上小節　150×30×4000 1 本

付柱 杉上小節　120×30×3000 6 本

縦格子 桧上小節　90×60×3000 36 本

化粧梁 杉上小節　150×300×5400 2 本

化粧梁 杉上小節　150×300×6200 1 本

化粧梁 杉上小節　150×300×6900 1 本

化粧梁 杉上小節　150×300×10400(継) 1 本

化粧梁 杉上小節　120×200×10400(継) 3 本

外部化粧梁 桧上小節　150×300×11000(継) 3 本

外部化粧梁 桧上小節　150×250×2000 3 本

　　Ｐ．  　　6

単　　価単位名　　　　　称 金　　　　額 摘　　　　要数　  量仕　　　　　様



木製幅木 杉上小節　15×100 13.2 ｍ

鴨居 杉上小節　150×60 4.6 ｍ

付け鴨居 杉上小節　25×60 13.2 ｍ

杉板 杉上小節　40×300 21.8 ｍ

竿縁天井 杉貼杢板　竿：赤杉30×40 19.9 ㎡

天井ルーバー
杉上小節　40×60　＠200　格子組
照明取付下地共 80.7 ㎡

天井廻り縁 杉上小節　40×40 17.8 ｍ

天井廻り縁 杉上小節　30×60 17.8 ｍ

窓枠 杉上小節　100×30 9.8 ｍ

内部縦格子 1 式

外部軒化粧垂木 軒天化粧板共 1 式

積層材カウンター t60×700 3.2 ｍ

木加工・現場取付 1 式

運搬費 1 式

釘・金物 亜鉛めっき仕上 1 式

計

改め計
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名　　　　　称 単位 単　　価 金　　　　額 摘　　　　要仕　　　　　様 数　  量



A-5石工事

腰ブロック積み 5.6 ㎡

壁御影石 厚50　ノミ切仕上 10.7 ㎡

幅木御影石 30×60　本磨 17.1 ｍ

割石敷き 石径40φ程度　t50 7.4 ㎡

石張付けモルタル 10.7 ㎡

独立柱沓石 3 箇所

計

改め計
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名　　　　　称 単　　価単位 金　　　　額 摘　　　　要仕　　　　　様 数　  量



A-6建具工事

引分け障子戸（WD-1） W4470×H2000　取付・調整共 1 箇所

片開き木製戸 （WD-2） W850×H1500　取付・調整共 2 箇所

既設スチールドア取外し･再取付
(SD-1)

W800×H2000　取外し･再取付・調
整共 1 箇所

アコーディオンドア W1200×H2000 1 箇所

敷居テープ 4.6 ｍ

計

改め計

　　Ｐ．  　　9

数　  量 金　　　　額仕　　　　　様名　　　　　称 単位 単　　価 摘　　　　要



A-7塗装工事

木面ユートン塗装 22.0 ㎡

木面木材保護塗料塗（内部） 2回塗り 281 ㎡

木面木材保護塗料塗（外部） 3回塗り 80.4 ㎡

タル木小口合成樹脂調合ペイント SOP 1 式

既設鋼製建具塗装 SOP 4.0 ㎡

天井･梁面下地処理 鉄面 96.8 ㎡

天井･梁面錆止塗装 JIS K5621 96.8 ㎡

天井･梁面合成樹脂調合ペイント SOP　 96.8 ㎡

天井裏合成樹脂エマルションペイン
ト EP 12.3 ㎡

計

改め計
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名　　　　　称 単位 単　　価仕　　　　　様 金　　　　額 摘　　　　要数　  量



A-8内外装工事

タイルカーペット t6.5 66.0 ㎡

ソフト幅木
F☆☆☆☆
H60 12.5 m

壁石膏ボード
F☆☆☆☆
t12.5 57.9 ㎡

石膏ボード継目処理 57.9 ㎡

壁ビニールクロス
F☆☆☆☆

136 ㎡

壁化粧ケイカル板
F☆☆☆☆
t6.0 31.2 ㎡

天井裏立上り　ケイカル板
F☆☆☆☆
t6.0(目透し張り) 12.3 ㎡

塩ビ製廻り縁 66.7 m

防水紙 透湿防水シート 18.6 ㎡

外壁下地石膏ボード
F☆☆☆☆
t12.5 18.6 ㎡

断熱材 ポリスチレンフォームt20 18.6 ㎡

断熱材 グラスウールt100(24kg/m3) 18.6 ㎡

ラスカット t12.0 5.1 ㎡

計

改め計

　　Ｐ．  　　11

摘　　　　要仕　　　　　様 金　　　　額数　  量名　　　　　称 単位 単　　価



A-9仕上ユニット工事

経木すだれ W1600×H3000　金物一式共 2 箇所

経木すだれ W1000×H3000　金物一式共 5 箇所

ロールスクリーン W2000×H1200　金物一式共 1 箇所

造付け家具 1 式

計

改め計
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数　  量 単位仕　　　　　様名　　　　　称 単　　価 金　　　　額 摘　　　　要



A-10解体工事

既設渡り廊下解体 11.3 ㎡

渡り廊下取合水切撤去 生き生きプラザ側 1 箇所

　　〃 郷土歴史館側 1 箇所

渡り廊下基礎撤去 3.5 m3

床塩ビシート撤去 2.7 ㎡

壁・天井ビニールクロス撤去 215 ㎡

壁・天井石膏ボード撤去 176 ㎡

鋼製建具撤去 2 箇所

鋼製軽量壁下地撤去 65形 27.8 ㎡

鋼製軽量天井下地撤去 19形 176 ㎡

<積込費>

発生材積込費 コンクリートがら 3.5 m3

　　　〃 廃プラスチック類 0.4 m3

　　　〃 ガラス、陶器類 0.2 m3

　　　〃 ボード類 1.5 m3

　　　〃 金属類 1.2 ｔ

<運搬費>
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摘　　　　要金　　　　額名　　　　　称 仕　　　　　様 数　  量 単位 単　　価



発生材運搬費 コンクリートがら 3.5 m3

　　　〃 廃プラスチック類 0.4 m3

　　　〃 ガラス、陶器類 0.2 m3

　　　〃 ボード類 1.5 m3

　　　〃 金属類 1.2 ｔ

<処分費>

発生材処分費 コンクリートがら 3.5 m3

　　　〃 廃プラスチック類 0.4 m3

　　　〃 ガラス、陶器類 0.2 m3

　　　〃 ボード類 1.5 m3

　　　〃 金属類 1.2 ｔ

計

改め計
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名　　　　　称 単　　価 金　　　　額 摘　　　　要仕　　　　　様 数　  量 単位



E 電気設備工事

E-1電灯・コンセント設備工事 1 式

E-2弱電設備工事 1 式

計
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摘　　　　要数　  量 単位 単　　価 金　　　　額名　　　　　称 仕　　　　　様



E-1電灯・コンセント設備工事

LED照明器具 A402 5 台

LED照明器具 B402 2 台

LED照明器具 C402 2 台

LED照明器具 D100 16 台

LED照明器具 D200 13 台

LED照明器具 D300 7 台

LED照明器具 D400 3 台

LED照明器具 (ａ) 2 台

既設非常用照明取外・再取付 ａ 2 台

既設照明取外・再取付 避難口誘導灯 2 台

人感センサー　親機 WTK24819　同等品 1 箇所

人感センサー　子機 WTK2910　同等品 1 箇所

調光器 4 台

照明器具取付下地 ベースライト用 5 箇所

照明器具取付下地 ダウンライト用 20 箇所

埋込コンセント 2P15A×2　新金属プレート共 5 箇所

埋込スイッチ 1P15A×2　新金属プレート共 2 箇所

　　Ｐ．  　16

名　　　　　称 仕　　　　　様 数　  量 単位 単　　価 金　　　　額 摘　　　　要



埋込スイッチ 1P15A×3　新金属プレート共 1 箇所

埋込スイッチ 1P15A×4　新金属プレート共 1 箇所

アウトレットボックス 11 箇所

電線ケーブル EM-EEF 2.0-2C 35 ｍ

電線ケーブル EM-EEF 1.6-3C 26 ｍ

電線ケーブル EM-EEF 2.0-2C ×2 24 ｍ

電線ケーブル EM-EEF 1.6-3C ×2 23 ｍ

電線管 PF16　露出 7 ｍ

既設照明器具・配線撤去 1 式

計

改計
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数　  量 単位 単　　価 金　　　　額 摘　　　　要仕　　　　　様名　　　　　称



E-2弱電設備工事

電話モジュラージャック 新金属プレート共 2 箇所

煙感知器取外・再取付 1 箇所

煙感知器取外・再取付 スポット型 4 箇所

防災配線付替工事 位置変更による 1 式

65インチ　４Ｋテレビ 壁取付金具共 1 台

計

改計
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数　  量名　　　　　称 仕　　　　　様 単位 単　　価 摘　　　　要金　　　　額



M 機械設備工事

M-1空調設備工事 1 式

計
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金　　　　額 摘　　　　要名　　　　　称 単位 単　　価仕　　　　　様 数　  量



M-1空調設備工事

空調室内機取外し・再取付 冷房能力20kW・天井カセット 2 台

空調室内機取外し・再取付 冷房能力20kW・天井カセット 1 台

換気扇取外し・再取付 天井埋込　150φ　既設ﾀﾞｸﾄ使用 2 台

換気扇取付下地 1 箇所

計

改計
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仕　　　　　様 数　  量名　　　　　称 金　　　　額 摘　　　　要単位 単　　価



共通仮設費（積上げ分）

室内　環境測定
ﾎﾙﾑｱﾙﾃﾞﾋﾄﾞ・ﾄﾙｴﾝ・ｷｼﾚﾝ・ｴﾁﾙ
ﾍﾞﾝｾﾞﾝ・ｽﾁﾚﾝの5種　3箇所測定 1 式

工事仮囲いバリケード Ａ型バリケード程度 27.0 ｍ

計

改計
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摘　　　　要仕　　　　　様 数　  量名　　　　　称 単位 単　　価 金　　　　額



工事名 明示項目 明示事項 制約条件等

Ａ．運搬距離（ Ｋｍ
１．発生土砂等の有効利用、適正処理あり Ｂ．投棄料計上あり

施工条件 ［場所が未確定］ Ｃ．整地（押土、敷均、締固等）必要

明示項目 明示事項 制約条件等 Ｄ．整地（押土）必要

工 程 Ａ．工種（ ） Ａ．盛土、埋戻

Ｂ．期間（ ～ ） ２．発生土砂等の有効利用、適正処理あり Ｂ．ストックヤード利用あり（ ）

Ａ．工種（ ） ［自工事へ流用］ Ｃ．仮置場必要（ ）

Ｂ．期間（ ～ ） Ｄ．運搬距離（ Ｋｍ ）

Ａ．協議済機関及び内容（ ） Ｅ．仮置場の用地借上費計上あり

Ｂ．未協議機関及び内容（ ） Ａ．場所（

Ａ．許可済 Ｂ．盛土、埋戻

Ｂ．申請中　　 Ｃ．整地（押土、敷き均し、転圧）あり

Ａ．許可済 ３．発生土砂等の有効利用、適正処理あり Ｄ．ストックヤード利用あり（ ）

Ｂ．申請中　 ［他工事へ流用、または処分地指定］ Ｅ．仮置場必要（ ）

Ａ．許可済 Ｆ．運搬距離（ Ｋｍ ）

Ｂ．申請中　 Ｇ．仮置場の用地借上費計上あり

Ａ．協議済内容（ ） Ｈ．処分料計上あり

Ｂ．未協議内容（ ） Ａ．他工事名（

８．その他 Ａ．その他（ ） Ｂ．請負者運搬あり（運搬距離

用 地 １．用地補償物件撤去まで着工制限あり Ａ．区間（ＮＯ． ～ＮＯ． ） ４．発生土砂等の有効利用、適正処理あり Ｃ．盛土、埋め戻し

Ｂ．着工見込時期（ ） 建 設 発 生 土 ［他工事からの流用］ Ｄ．ストックヤード利用あり（ ）

Ｃ．内容（ ） 建設（産業）廃棄物 Ｅ．仮置場必要（ ）

２．工事用地の未買収 Ａ．場所（ ） 関 係 Ｆ．仮置場の用地借上費計上あり

Ｂ．処理の見込み時期（ ） Ａ．種類（ ）

Ｃ．未買収地への立ち入り可否（ ） ５．産業廃棄物の処理条件あり Ｂ．場所（ ）

３．仮設ヤードの有無 Ａ．官有地 [特別管理産業廃棄物］ Ｃ．中間処理施設までの運搬距離（ Ｋｍ ）

Ｂ．民有地 Ｄ．処理費計上あり

Ｃ．その他（ ） Ａ．槽内洗浄必要

Ｄ．別途協議 Ｂ．可児市環境課と打合せの必要あり

４．その他 Ａ．その他（ ） Ａ．産業廃棄物管理票（マニフェスト）

公 害 対 策 １．施工方法の制限あり Ａ．騒音（ ） Ｂ．建設発生土処理地の関係図書

Ｂ．振動（ ） Ｃ．クレダス

Ｃ．水質（ ）

Ｄ．その他（ ） Ａ．移設時期（Ｈ 年 月頃）
２．事業損失防止に関する調査あり Ａ．調査の項目（ ） Ｂ．移設時期（別途協議）

３．環境影響調査あり Ａ．生物・植物調査あり Ａ．移設時期（Ｈ 年 月頃）
Ａ．アスベスト含有材あり Ｂ．移設時期（別途協議）

４．その他 Ｂ．フロン回収あり Ａ．移設時期（Ｈ 年 月頃）
Ｃ．その他（ ） Ｂ．移設時期（別途協議）

安 全 対 策 １．交通規制あり Ａ．全面通行止め Ａ．移設時期（Ｈ 年 月頃）
Ｂ．片側通行止め 工 事 支 障 物 件 Ｂ．移設時期（別途協議）

Ｃ．時間制限あり（ ） Ａ．移設時期（Ｈ 年 月頃）
２．通学路あり Ａ．迂回路あり Ｂ．移設時期（別途協議）

Ｂ．仮設歩道必要 Ａ．管理者による高さ調整 （ ）
２．交通整理員 Ａ．区間（ＮＯ． ～ ）配置人員 人/日 Ｂ．請負者による高さ調整 （ ）

Ｂ．区間（ ）配置人員 人/日 Ａ．移設時期 （ ）
Ｃ．区間（ＮＯ， ～ ）配置人員 人/日 Ｂ．移設時期 （別途協議）
Ｄ．交替要員あり ８．その他 Ａ．その他（ ）

３．鉄道等の近接作業制限あり Ａ．工法制限あり（ ） １．濁水、湧水処理条件あり Ａ．方法（ ）

Ｂ．作業時間制限あり（ ） ２．その他 Ａ．その他（ ）

４．バス路線（運行者との協議） Ａ．協議済内容（ ） Ａ．ＲＣ

Ｂ．未協議内容（ ） Ｂ．アスファルト再生合材（30％再生）

５．その他 Ａ．その他（ ） Ｃ．アスファルト再生合材（100％再生）

工 事 用 道 路 １．一般道路（搬入路）の使用制限 Ａ．搬入経路指定あり Ｄ．溶融スラグ使用あり（ ）

Ｂ．時間帯制限あり Ｅ．再生材を使用できない場合別途協議

２．仮設道路の設置条件あり Ａ．一般交通供用あり ２．その他 Ａ．その他（ ）

Ｂ．安全施設必要（ ） Ａ．品名（ ）

Ｃ．路面工（ ） Ｂ．納入場所（ ）

Ｄ．工事完了後存続又は撤去（ ） Ａ．品名（ ）

Ｅ．構造（ ） Ｂ．引渡し場所（ ）

Ｆ．用地（借地） Ａ．仮設費（ ）

Ｇ．用地（公用地） Ｂ．安全費（ ）

Ｈ．用地（その他） Ｃ．営繕費（ ）

３．その他 Ａ．その他（ ） Ｄ．特別なイメージアップ（ ）

指 定 仮 設 備 １．仮設物の指定又は一部指定あり Ａ．工種（ ） ４．「可児市工事品質証明実施要領」該当あり Ａ．品質証明員の配置あり

２．仮設構造物の転用、兼用あり Ａ．工種（ ） ５．その他 Ａ．その他（ ）

Ｂ．内容（ ）

３．その他 Ａ．その他（ ）

施工日時は監督員及び施設管理者と協議

特記仕様書
（条件明示）

４．占用許可状況（　　　　　　　　）

５．建築確認

７．文化財協議（教育文化財課）

１．関連する別途発注工事あり

３．他機関との協議状況

６．浄化槽、汲み取り便槽の取壊し処分あり

７．「可児市が発注する公共工事から発生する産
業廃棄物適正処理について」に基づく提出・提示
書類あり

下記項目、事項のうちレ印該当欄は、工事施工にあたって制約等をうけることになるので明示する。
なお、明示事項に変更が生じた場合及び明示されていない制約等が発生したときは、市と協議し適切な処置を講ず
るものとする。

２．他機関協議による工程条件あり

６．河川区域、保全区域内作業あり

排 水 工 関 係

３．占用支障物件あり（水道）

５．占用支障物件あり（ガス）

６．占用支障物件あり（ﾏﾝﾎｰﾙ蓋、仕切り弁蓋等）

３．イメージアップあり

１．占用支障物件あり（電気）

２．占用支障物件あり（電話）

可児市兼山生き生きプラザ１階ロビーホール改修工事

４．占用支承物件あり（下水道）

２．支給材あり

１．現場発生材あり

１．再生材使用指定あり

７．占用支障物件あり（その他）

再生材使用及び溶融スラ
グ

そ の 他

支障の無いように配慮すること
支障の無いように配慮すること



施工箇所
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1/30

1/100

1/50

1/50

1/150

仕上表

配置図・付近見取図・面積表

１０

展開図２・天井伏せ図

展開図１

矩計図

断面図・立面図

平面詳細図（改修後）

平面詳細図（改修前）

建具表・木組み梁伏せ図・軸組図 1/50　1/100

１１

１２

１３

１４

電気設備工事標準仕様書

電灯設備図（新設）

弱電設備　照明・機械設備取付詳細図



23. 工事保険

（１．７．２）

１．図面及び特記仕様に記載されていない事項は、国土交通省大臣官房官庁営繕部監修「公共建築工事標準仕様 

　　書（建築工事編・電気設備工事編・機械設備工事編）」　(最新版)による。

２．特記仕様

（イ）特記事項で◎印、※印、※印のある場合の適用は下記による。

　　　◎印のついたものを適用する。

　　　◎印のない場合は、※印のものを適用する。

　　　◎と※印のある場合は、共に適用する。

　　　・印のついたものは適用しない。

（ロ）特記事項に記載の（）内表示番号は、国土交通省大臣官房官庁営繕部監修、建築工事共通仕様書の

　　　当該項目、当該表及び当該図を示す。

工 事 概 要

1. 工事名称

3. 工事内容

2. 工事場所

１．一般共通事項

1. 適用基準 ◎公共建築工事標準仕様書（建築工事編・電気設備工事編・機械設備工事編）

◎鉄骨設計標準図

◎可児市建設工事共通仕様書

設計図書に関する疑義は原則として、入札執行前に質疑書の提出によって確めるものとする。2. 疑  義

工事の施工に必要な官公署その他への手続は、請負者の責任において行なうものとする。3. 官公署その他
 　への手続

4. 技能士の
適用工事種別

（１．１．３）

（１．５．２）

（１．３．３）・適用する　　◎適用しない5. 電気保安技術者

建築材料の製造所、製品及び施工業者などは、特記されたもの、又は同等以上とする。ただ6. 建築材料等

し、同等以上とする場合は、監督員の承諾をうける。

公共建築工事標準仕様書（最新版）に記載されていない特別な材料の工法は、当該製品の

指定工法による。（製造所指定の施工計画書の提出）

7. 特別な材料の工法

発生材は請負者の負担にて構外に搬出し、建設副産物処理推進要網、資源の有効な利用の8. 発生材の処理

促進に関する法律等（ラージサイクル法）、及び建設工事に係る資材の再資源化等に関

する法律（建設リサイクル法）に従い適切に処理する。

再生資源利用促進計画書，再生資源利用計画書，マニフェストの提出

再生資源利用促進計画書，再生資源利用計画書は、可児市建設工事共通仕様書により、

施工計画に含めて提出。また、作成にあたり建設リサイクルデータ統合システム『ＣＲＥ

ＤＡＳ』を利用すること。

◎再生資源利用計画 土砂：１００ｍ3以上

砕石類及び加熱アスファルト混合物：取り扱い工事全て

◎再生資源利用促進計画 建設発生土：１００ｍ3以上

コンクリート・アスファルト塊、建設発生木材の合計：取り扱い工事全て

本特記仕様書･設計図に記載ない事項でも、工事完成上で当然必要と思われるもの及び現場

の納まり・取合い等により生ずる軽微な変更は、監督員の指示により施工するものとする。

尚、これに係る費用は本工事の請負金額の増減を認めない。

原版の大きさ部数撮影箇所数規 格

◎手札版

・キャビネ
２

◎100×125以上

・24×36以上

竣工検査は、あらかじめ監督員の竣工下検査を受け、指摘事項の駄目直し及び残工事等を

全て完了した上受けなければならない。尚、工事完成に当たって係員の指示する完成図書

等の提出をすること。

施工図、設備機器の位置、取合いなどの検討できる資料を提出して、監督員の承諾を受ける。
　  取り合い

本工事施工にあたり周辺環境に対して影響を与えない様、養生・整理清掃・安全対策に充分に
　　配慮等

留意して、監督員と協議のうえ実施する。

周囲に影響を及ぼすおそれのある工事に対して十分に注意をはらう。

また施工方法・施工手順についても配慮をする。

・２年間　　◎工事請負契約款

かし期間は、１年毎の検査を行い、施工不良、材料不良等による手直しが発生した場合は、

施工業者が、速やかに無償にて手直しをする。

２．仮設工事

1. 監督員事務所
 　の規模

・設ける　　　 ◎設けない （２．３．１）

2. 建設現場標識
 　及び建設工事
 　の名称板の設
 　置

3. 工事用水

4. 工事用電力

分 類

◎カラ－

下記のものをアルバム製本（工事名.施工者.設計者等の打込み文字）にて監督員に提出する。

構内既存の施設　◎利用できる（・有償 ・無償）　　・利用できない

構内既存の施設　◎利用できる（・有償 ・無償）　　・利用できない（構外より引き込み）

1. ステンレス鋼
　 の表面仕上げ

※ＨＬ仕上げ

2. アルミニウム
　 及びアルミニ
　 ウム合金の表
　 面処理

（１４．２．１）

（１４．２．２）（表１４．２．１）

種 別

・Ａ－１種

・Ａ－２種

・Ｂ－１種

施 工 箇 所 種 別

・Ｃ－１種

・Ｃ－２種

・Ｄ　　種

・焼付塗装

施 工 箇 所

　 下地
3. 軽量鉄骨天井 野縁 な どの 種 類

　　屋内　　※１９形　　　・２５形

（１４．４．２）（表１４．４．１）

（１４．５．２）（表１４．５．１）スタッド、ランナ－の種類
　 下地
4. 軽量鉄骨壁

◎公共建築改修工事標準仕様書（建築工事編・電気設備工事編・機械設備工事編）

承　認 設　計 設計年月日 NO.
工事名

図面名

工 事 設 計 図
備  考

株 式 会 社

FAX 0574 (62) 5432

TEL 0574 (62) 1881
scale　1/　　

三 宅 晶 信１級建築士登録　第 68278号

建築設備士登録　第 0300-8924LK

特 記 仕 様 書

　　作成及び登録

◎完了時登録データの提出期限は、施工完了後10日以内とする。

◎受注時登録データの提出期限は、契約締結後10日以内とする。

監督員への提出期限は次のとおりとする。

なお、施工中に受注時登録データの内容に変更があった場合は、変更があった日から10日以内

に変更データを提出する。

情報サービス（CORINS）入力システムに基づき『工事カルテ』を作成し、監督員の確認を

請負者は、可児市建設工事共通仕様書により請負金額500万円以上の工事について 工事実績

ライン登録するとともに、同センター発の『工事カルテ受領書』の写しを監督員に提出する。

◎写真データも併せて提出

◎デジタルカメラにて撮影し、現況及び工事の進行順にサービス版サイズに整理して監督員

に提出する。写真データをＣＤ－Ｒで提出のこと。（ＪＰＥＧ形式）

◎設ける　　　 ・設けない

使用資材承認願書は速やかに提出し監督員の承認を受けた後、発注すること。

『可児市建設工事における取り扱い書類一覧表』及び監督員の指示による。

12. 使用機器･資材

13. 提 出 書 類

また、次の要件（全てを満たす必要有り）工事については、現場代理人の兼務を認める。

尚、受注により現場代理人が兼務となったほかの工事の監督員に現場代理人兼務届けを提出

しなければならない。

※適用する　・適用しない

1. 可児市発注の工事で、工事場所が市内であること

2. 市長（工事担当課）が兼務を認めた工事であること。

3. 3件までの工事の兼務であること。

本工事期間中は必ず専門技術者を現場代理人として工事監督の任務に当たらせること。

以上　国土交通省大臣官房官庁営繕部監修（最新版）

◎建築物解体工事共通仕様書・同解説

11．現場代理人

10. 軽微なる変更等

14. 工事写真

15. 完成写真

16. 検　査

17. 設備工事との

18. 工事完成図

上記枚数は参考であり、監督員の指示により決定する。

を 提出する。ＣＡＤで作成した図面は、ＤＸＦ変換し、ＣＤ－Ｒで併せて提出する。

工事着手以前に監督員と協議を行い、解体工事等の騒音・粉塵、塗装工事の悪臭等、

・Ｂ－２種

4. 建物構造

5. 主要用途

岐阜県可児市兼山６７４番地

複合用途（事務所、公民館）

監督員の指示する完成図面を作成し、図面の製本（Ａ２版２つ折：１部、Ａ３版２つ折：２部）

受けた後に 財団法人日本建設情報総合センター（JACIC）にフロッピーデｨスク又はオン

３．金属工事

６．塗装工事

建 築 工 事 特 記 仕 様 書

・ 鉄筋工事 ・ コンクリ－ト工事 ・ 鉄骨工事 ・ ブロック及びＡＬＣ工事 

・ 建具工事 ◎ 内装工事 ・ 植裁工事 ・ 雑工事

5. 仮囲い・養生

19. 製本図面

20．周辺環境への

21. かし担保期間

22. 工事実績の

5. 壁出隅部見切 製造所（製品名）

・ 波形亜鉛鉄板

・ 有刺鉄線仮囲い　　　高さ　　　ｍ　延長　　　ｍ

・ Ａ型バリケ－ド

鉄骨造 地上３階･地下１階建て

・ 石工事 ・ タイル工事 ・ 木工事 ・ 屋根及び樋工事 ・ 左官工事 ・ 塗装工事

4. 兼務を行う工事の請負金額の合計が2500万円以下であること。

内部　（  ６  ）

外部　（　２　）

可児市兼山生き生きプラザ１階ロビーホール改修工事

1. ｼ-ﾘﾝｸﾞ用材料

Ｐ Ｕ － ２

仕 上 げ な し

仕 上 げ あ り

ポ リ ウ レ タ ン 系 ８ ０ ２ ０

９ ０ ３ ０変 成 シ リ コ － ン 系

ア ク リ ル 系 ７ ０ ２ ０

ポ リ ウ レ タ ン 系 ８ ０ ２ ０

９ ０ ３ ０ポ リ サ ル フ ァ イ ド 系

ア ク リ ル 系 ７ ０ ２ ０

金 属

被 着 体 の 組 合 せ

方 立 目 地

上 記 以 外 の 目 地

コ ン ク リ － ト

ガ ラ ス

石 、 タ イ ル

仕 上 げ な し

仕 上 げ あ り

Ａ Ｌ Ｃ

押 出 成 形 セ メ ン ト 板

ガ ラ ス

石

プ レ キ ャ ス ト コ ン ク リ － ト

打 継 目 地

ひ び 割 れ 誘 発 目 地

石 、 タ イ ル

Ａ Ｌ Ｃ

押 出 成 形 セ メ ン ト 板

Ａ Ｌ Ｃ

タ イ ル

セ メ ン ト 板

押 出 成 形

Ａ Ｌ Ｃ

コ ン ク リ － ト

石

同 表 Ｂ 種

表 ８ ． ４ ． ２

の Ａ 種

仕 上 げ あ り

仕 上 げ な し

仕 上 げ あ り

仕 上 げ あ り

Ｍ Ｓ － ２

Ｐ Ｕ － ２

Ａ Ｃ － １

Ｍ Ｓ － ２

Ｐ Ｕ － ２

Ｐ Ｓ － ２

Ａ Ｃ － １

Ｐ Ｕ － ２

Ｍ Ｓ － ２

Ｐ Ｓ － ２

Ｍ Ｓ － ２

Ｍ Ｓ － ２

仕 上 げ な し

仕 上 げ あ り

Ｐ Ｓ － ２

Ｓ Ｒ － ２ シ リ コ － ン 系 １ ０ ０ ３ ０

Ｍ Ｓ － ２ 変 成 シ リ コ － ン 系 ９ ０ ３ ０

シ リ コ － ン 系Ｓ Ｒ － １

Ｐ Ｓ － ２

Ｍ Ｓ － ２

ポ リ サ ル フ ァ イ ド 系

変 成 シ リ コ － ン 系

８ ０ ２ ０

９ ０ ３ ０

９ ０ ３ ０

９ ０ ３ ０ Ｇ

耐 久 性 に よ る 区 分

シ － リ ン グ 材 の 種 類

主 成 分 に よ る 区 分記 号

９ ０ ３ ０

９ ０ ３ ０ Ｇ

ポ リ サ ル フ ァ イ ド 系

シ リ コ － ン 系

変 成 シ リ コ － ン 系

ポ リ ウ レ タ ン 系Ｐ Ｕ － ２

Ｍ Ｓ － ２

Ｓ Ｒ － １

変 成 シ リ コ － ン 系

ポ リ サ ル フ ァ イ ド 系

ポ リ ウ レ タ ン 系

ポ リ サ ル フ ァ イ ド 系

変 成 シ リ コ － ン 系

ポ リ ウ レ タ ン 系

変 成 シ リ コ － ン 系 ９ ０ ３ ０

８ ０ ２ ０

９ ０ ３ ０

９ ０ ３ ０

８ ０ ２ ０

９ ０ ３ ０

９ ０ ３ ０

９ ０ ３ ０

仕 上 げ な し

タ イ ル

遮 音 壁 取 合 い 部

押 出 成 形 セ メ ン ト 板

ア ル ミ ニ ウ ム 製 建 具 等 の 工 場 シ － ル

４．防水工事

（１６．４．２）

製造所　　・監督員の承諾する製造所

５．建具工事

同等品

コマニー 　　　：ハンギングドアＨＤ

三和シャッター ：スムードＳ

文化シャッター ：カームスライダー

◎一部鋼製建具既設ドアー使用

1. 軽量鋼製建具

　　　　　　　　　　　・型板ガラス

　　　　　　　　　　　・網入り磨き板ガラス　・線入り磨き板ガラス

建 具 の 種 類 材 種

・普通板ガラス　　　　・透明板ガラス　　　・すり板ガラス

4. ガラス留め材

同等品

コマニー　　　：ＭＵＰパーテーション

小松ウォール　：マイティ７０

文化シャッター ：プレフリーＣＨＰ

三和シャッター：ユニパートツインエース

・複層ガラス　　　　　・ガラスの種類  建具表による

・網入り板ガラス　　　・網入り型板ガラス　　・線入り型板ガラス

・型板ガラス

2. 既製間仕切壁

3. ガ ラ ス

5. 木製建具 製作品、杉材、障子ワーロンシート

1. 一般塗料 ＪＩＳ表示許可工場の製品とする。但し少量の場合、監督員の承認を受けて規格品としない

事が出来る。塗り見本の大きさは監督員の指示による。

表 １ ８ ． ９ ． １ に よ る 。2. ２液性ポリウ

７．内装工事

1. タイル
　 カーペット敷

種 別 厚 さ （ ｍ ｍ ） ラ バ －

・ な し

タイルカーペット ｔ６．５ ◎ あ り

製造所（製品名）

材 種 材 質 色 柄 厚 さ 継 目

（１９．２．２）

  シ－ト張り

厚さ（ｍｍ）　　※２　　　・　

材質　　※軟質　・硬質

製造所（製品名）

塩ビ製廻り縁：　フクビ　同等品

天井及び壁※全て防火材料の限定材料とする。

石こうボ－ド（テ－パ付）の工法

材 種 厚 さ （ mm） 製 品 名

◎石こうボ－ド ◎９．５（準不燃）

　 その他ボ－ド

　同等品

（１９．７．３）

・１８  ・３５

（１９．７．２）（表１９．７．１）

施 工 箇 所 品 質 防 火 性 能 の 種 別

ＡＡ級

◎１２．５（不燃）

各室　壁・天井面

高さ（ｍｍ）　　◎６０　　・７５　　・１００

製造所（製品名）

新設シ－トと既設シートは、継目溶接とする。

　継目処理工法　　　◎行う　　　　・行わない　　　・既設合せ

不燃性能（ＮＭ）

2.ファッション

3. ビニ－ル幅木

4. 天井見切

5. 石こうボ－ド

6. 壁紙張り

　東リ　タイルカーペット　コレンテ『ＧＸ－９３００Ｖ』同等品

◎１８◎センチュリーボ－ド（耐火30分）

　　　　

◎化粧けい酸カルシウム板 　ﾆﾁｱｽ　ｱｽﾗｯｸ

7. 壁面御影石 石の種類　　◎花こう岩　　・大理石　　　◎品質　サビミカゲ石

仕上の種類　 ・本磨き　・粗みがき　・角部Ｒ加工　◎のみ切り仕上

１１．木工事

木 材 の 含 水 量 　 　 　 ※ Ａ 種 　 　 　 ・ Ｂ 種1. 木材の種類

造 作 材 の 等 級 　 　 　 ※ Ａ 種 　 　 　 ・ Ｂ 種

樹　種 　　　　　　　※表１２．２．３による

等級　　　　※上小　

（表１２．２．１）

（表１２．２．２）

（表１２．２．３）

2. 表面仕上げの ・ Ａ 種 　 　 　 ※ Ｂ 種 　 　 　 ・ Ｃ 種 （表１２．１．１）
　 程度

3. 造作用集成材 化 粧 単 板 の 樹 種 及 び 厚 さ

カウンター

（１２．２．２）

備 考厚 さ樹 種施 工 箇 所

等 級 　　 ※ １等

桧 ※ ６０内外

4. 釘

5. 防腐処理

　　処理計画
処理計画では、委託による処理又は自己処理の別を明らかにする。

(４)混合廃棄物の処分の委託先は、選別設備を有する中間処理施設又は再資源化施設とする。

1．建設廃棄物の 建設廃棄物の処理に先立ち、種類別に具体的な処理計画を定め、施工計画書に記載する。

2．現場内の保管 建設廃棄物の工事現場内の保管にあたっては、周辺の生活環境に影響をおよぼさないように

するとともに、分別した廃棄物の種類ごとに、産業廃棄物処理法の規定による｢産業廃棄物

保管基準｣に従い保管する。

3．運搬処分委託

(２)建設廃棄物の運搬の委託先は、廃棄物処理法で定める事業許可のある産業廃棄物収集運搬

　　業者とする。なお、運搬途上で積替え保管を行う場合は、当該廃棄物の積替え及び保管の

　　事業許可を確認する。

(３）建設廃棄物の処分の委託先は、事業許可のある産業廃棄物処分業者とする。

(５)建設廃棄物の処理の委託に当たっては、マニフェストを交付し最終処分が終了したことを

　　組織への登録により確認を行う場合は、この限りではない。

　　確認する。ただし、廃棄物処理法の規定による情報処理センターが運営する電子情報処理

    その他

・施工箇所　コンクリートに直接接する箇所

９．解体工事

表面の品質　　　※２等　　　・　

・　　　　　　　※２類

合板の接着の程度の種類

　 軸及び床組
(１)建設廃棄物の運搬及び処分の委託契約は、業者の異なるごとに個別に書面で行う。

6. 内部間仕切

7. 窓･出入口

8. 床 張 り

可児市兼山生き生きプラザ１階ロビーホール改修１

兼山歴史民俗資料館への通路解体

（１．３．１１）

工事着工前に設計図全てを白焼製本（Ａ３版２つ折：２部）して監督員に提出すること。

◎ 単管足場＋養生シート張

　　屋外　　・１９形　　　・２５形

※表１４．５．１による　　　・５０形　　◎６５形　　・９０形　　・１００形

（９．７．２）（表９．７．１）

金 属

ガ ラ ス

鋼板の厚さ　　※表１６．４．２及び表１６．４．１

（１６．１４．２）

（１６．１４．２）

（１６．１４．２）

（１６．１４．２）

（１６．１４．２）

・フロ－ト板ガラス　　・フロ－ト方式 ・Ｂ級　　・磨き方式一般用

・強化ガラス　　　　　・フロ－トガラス　

・シ－リング材　・ガスケット　・パテ（・１種　・２種）

・シ－リング材　・パテ（・１種　・２種）

・アルミニウム製

・鋼製及びステンレス製

   レタンエナメ
   塗り

3. 合成樹脂調合
   ペイント塗り

表 １ ８ ． ４ ． １ に よ る 。

材質　　◎塩ビ製（屋内外廻り縁）　・木製

◎６　・８　・１０

（１２．２．２）

（１２．３．１）

（１２．４．２）

（１２．５．２）

（１２．６．１）

工法　　※表１２．５．１による。

工法　　※表１２．４．１による。

　　加入
本工事において、発注者、請負者及び全下請人を被対象者として、工事目的物の引渡し迄の期間

建設工事保険(保険対象 一般的損害)に加入する。また、工事着手前に保険証書の写しを監督員

について、賠償責任保健(保険対象 第三者に与えた損害)、火災保険(保険対象 工事建物)、及び

に提示すること。

24. 科学物質の

　　濃度測定

揮発性有機化合物の室内濃度を測定し厚生労働省が定める指針値以下であることを確認し監督員

に報告すること。

着工前の測定　※行わない　　　・行う

◎対象物質　ホルムアルデヒド、トルエン、キシレン、エチルベンゼン、スチレンの5種類

測定方法　※パッシブ型採取法

測定箇所　3箇所（シアターコーナー、着付体験コーナー、管理事務所）

に内外装改修

交流サロン・事務室をシアタースペース・休息スペース・観光事務所・着付け体験コーナー



カウンター造り替え　　スチールドア既設流用SOP

・　透湿防水シートｔ0.2

9

2

・　センチュリーボードｔ18(耐火30分）

改 修

現 況

階 室 名 現況／改修 床 備 考壁・腰・柱型・梁型幅 木

内 部 仕 上 表

ソフト巾木

御影石　磨き　

　30*60　L=600

天　井・梁　型 廻り縁

ソフト巾木

木製杉　巾木H=100

ソフト巾木

ソフト巾木

　材料認定一覧表　

外部仕上表

承　認 設　計 設計年月日 NO.
工事名

図面名

工 事 設 計 図
備  考

株 式 会 社

FAX 0574 (62) 5432

TEL 0574 (62) 1881
scale　1/　　

可児市兼山生き生きプラザ１階ロビーホール改修

１級建築士登録　第 68278号

建築設備士登録　第 0300-8924LK

三 宅 晶 信
仕 上 表

外 壁

解体跡地

現 況

改 修

現 況

改 修

鉄骨下地　・　Kスパンドレル（カラーガルバリユーム鋼板ｔ0.5

解体建物　渡廊下　鉄骨造1階

区 分

不 燃 材 料

材 料 の 名 称 認 定 番 号 区 分

ケイ酸カルシウム板（無石綿）t6

石膏ボードt12.5

塗料（下地法定不燃材）

ＮＭ－８５７８

ＮＭ－６５８５

準 不 燃 材 料

耐火30分

材 料 の 名 称 認 定 番 号

石膏ボードt9.5

ビニル壁紙２・４類

外壁センチュリーボード

ＱＭ－９８２８

ＱＭ－９４１６

1

管理事務所

着替え体験コーナー

休憩スペース
シアターコーナー

改 修

現 況

改 修

現 況

改 修

現 況 ファションシートｔ2.0

タイルカーペットｔ6.5　250*1000　コレンテV[GX=9300V]

　 東リ同等品

ファションシートｔ2.0

OAフロアー　タイルカーペットｔ50

既設のまま　OAフロアー　タイルカーペットｔ50

軒天　・　スパンドレル

壁面　・　アルミフロントサッシ・ドアー

軒天　・　木下地化粧垂木60*60＠200木材保護塗装　小口ＯＰ

東面木造櫓タテ格子

2

解体跡地　割石敷き40Φ程度　Ｈ＝50

ＮＭ－８６１９

檜板ｔ20　床板加工ユートン塗装

　　　　　・　ポリスチレンフォームｔ20　・　硬質石膏ボードｔ12.5　・　グラスウールｔ100（24Ｋ）

ＰＢｔ12.5クロス

ラスカット下地御影石　ノミ切り仕上げ

南ガラス面　化粧ケイ酸カルシュウム板ｔ9（ｱｽﾗｯｸ同等品）

南面 ・　一部腰面コンクリートブロックｔ100　御影石ｔ50

PB12.5クロス　センチュリーボード面AP塗装

柱・木保護塗装　脚部　銅板包み

PBｔ12.5　屏風絵貼り（西面）
PBｔ12.5　ﾋﾞﾆｰﾙｸﾛｽ

ＰＢｔ12.5クロス

ＰＢｔ12.5クロス貼り替え

ＰＢｔ9.5　クロス

ＰＢｔ9.5　クロス

竿縁天井　杉杢板

ＰＢｔ12.5クロス

ＰＢｔ12.5クロス貼り替え

木梁（杉材上小）木保護塗装

天井ルーバー（杉40*60）＠150保護塗装

天井裏見え隠れ面　黒色OP塗装（設備共）

樹脂製F廻り縁

木部

木材保護着色

樹脂製F廻り縁

杉30*40

樹脂製F廻り縁

樹脂製F廻り縁

カウンター　・　木製ブラインド

釣り天井ケイカル板ｔ5　AP塗装

玄関ホール側杢タテ格子　檜（上小）木材保護塗装

倉庫

カウンター

木製二重化粧窓

天井・壁　解体　　倉庫スチールドア取外し流用　天吊エアコン吊り直し

着替え室　　・アコーディオンカーテン　・垂れ壁　・スチールドア解体壁に改修
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床組H=130

FL＋36

OAﾌﾛｱｰH=29
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可児市兼山生き生きプラザ1階ロビーホール　改修工事

FL±0

平 面 詳 細 図 （ 改 修 前 ）

4

：照明器具･空調機等の位置を示す

平 面 詳 細 図 　 　 1/50
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7.4㎡

シアターコーナー・休息スペース

平 面 詳 細 図 （ 改 修 後 ）
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可児市兼山生き生きプラザ１階ロビーホール改修

１．

一
　
般
　
共
　
通
　
事
　
項

　　印の付いたものが対象工事

屋　外

建物別及び屋外

工事種別

工　事　種　別

　工事種目

電灯設備

動力設備

受変電設備

構内交換設備

電力貯蔵設備

発電設備

構内情報通信網設備

拡声設備

誘導支援設備

テレビ共同受信設備

自動火災報知設備

改修一式

浴 室 棟

一般仕様１

（１）特記仕様、図面及び現場説明書（現場説明に対する質問回答書を含む）に記載されていない事項は、すべて国土交通省大臣官房官庁営繕部

（２）機械設備工事及び建築工事を本工事に含む場合、機械設備工事及び建築工事はそれぞれの工事の仕様書を適用する。

（１）特記仕様、図面及び現場説明書（現場説明に対する質問回答書を含む）に記載されていない事項は、すべて国土交通省大臣官房官庁営繕部

よる。

（２）機械設備工事及び建築工事を本工事に含む場合、機械設備工事及び建築工事はそれぞれの工事の仕様書を適用する。

３）設計図書間に相違がある場合の優先順位は、次の（１）～（５）の順番とおりとする。

（１）

（２）

２ 特記仕様 １） 項目は、番号に○印の付いたものを適用する。

２） 特記事項のうち選択する事項は、　印の付いたものを適用する。

３） 東海地震にかかる地震防災対策地域における工事にあっては「大規模地震対策特別措置法」による警戒宣言が発せられた場合、受注者は人身

の保護及び安全な避難に必要な補強、落下防止等の保全措置を講ずるとともに、工事中断の措置をとること。また、この事実が発生した場合

は、契約書第26条（臨機の措置）によって処理されたものとする。

質問回答書

現場説明書

特記仕様

（４）

（３）

図面

標準仕様書及び標準図（５）

項　　目章 特　　記　　事　　項

１）新設工事共通仕様書（Ａ．１ 工事種目において新設・増設一式とあるもの）

２）改修工事共通仕様書（Ａ．１ 工事種目において改修・撤去一式とあるもの）

Ｂ．　工　事　仕　様　書

Ａ．　工　事　概　要

施工計画書 総合施工計画書

工種別施工計画書

発電設備受変電設備 電力貯蔵設備

次の工種について作成し、監督員に提出する。

工事の総合的な計画をまとめた総合施工計画書を工事の着手に先立ち作成し、監督員に提出する。1

合成樹脂製可とう管（ＰＦ管）及び付属品は、タイプ－25のものを使用する。なお、電力用位置ボックス類は原則として合成樹脂製と

するが、コンクリート打込み部分は金属製としても良い。ただし、金属製とする場合は当該ボックスには接地を施すものとする。

合成樹脂管配線

また、ボックス類を外部に面した壁に打込む場合はボックスに保温・結露対策の処置を施すこと。

薄鋼電線管 薄鋼電線管は表示されているものと同一外形のねじなし電線管を使用しても良い。

２

３

電線本数・管路等 分電盤、制御盤、端子盤などの二次側以降の配線経路、電線太さ、電線本数、管径等は監督員の承諾を受けて変更しても差し支えない。

また、機械室等の床配線は図面上ＰＦ管で記載している場合であっても、立上げ部分等の露出配管部分は金属管とし、その場合は全長

にわたって接地線を設ける。

金属製電線管の塗装 次の露出配管は塗装を行う。

屋　外　（　　　　　　　　　　　　　　　） 屋　内　（　　　　　　　　　　　　　　　）

保護管 ケーブル配線の保護管は、標準仕様書の金属管配線、合成樹脂管配線の項による。

最上階の埋込配管 最上階の天井スラブへの埋込配管は、原則として避けるものとする。

５

６

７

４

長さ1ｍ以上の入線しない電線管には、電線太さ1.2mm以上のビニル被覆鉄線を挿入する。呼び線８

　1

項　　目章 特　　記　　事　　項

ハンドホールの鉄蓋 ハンドホール等の鉄蓋は、鋳型流し込みで用途名を表示する。

構内配電線路の用途名（ 電気 高圧 ） 構内通信線路の用途名（ 通信 ）

電力・電話等の

引き込み

電力及び電話等引き込み線の引留方法、位置については電力会社及び電気通信事業者等と打合せのうえ監督員と協議により施工する。
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15

電
力
共
通

電
　
　
　
　
　
　
　
灯

コ
 
ン
 
セ
 
ン
 
ト

ブ
ラ
ケ
ッ
ト

動
　
　
力

図面に特記なき場合は、次による。機器取付高さ

名　　　称 測　　点 取付高さ(㎜) 名　　　称 測　　点 取付高さ(㎜)

積算計器 地　上～窓中心  1,800～2,000

引込開閉器 地　上～中　心  1,800～2,000

分電盤 床　上～中　心  1,500 

(上端1,900以下)

スイッチ 床　上～中　心  1,300

スイッチ（自動扉） 床　上～中　心  1,800

スイッチ（多目的便所） 床　上～中　心  1,100

床　上～中　心（一般）    300

床　上～中　心（和室）    150

（台上） 台　上～中　心    150～  200

（土間） 床　上～中　心    500

（外壁・屋外） 地　上～中　心    800

（一般） 床　上～中　心  2,100～2,300

（踊場） 床　上～中　心  2,000～2,500

（鏡上） 鏡上端～中　心    150

壁掛形制御盤 床　上～中　心  1,500

(上端1,900以下)

手元開閉器 床　上～中　心  1,500

制御スイッチ 床　上～中　心  1,300

   300床　上～上　端ガス用検知器(LPG)

 2,100床　上～中　心表示灯

   800～1,500床　上～中　心警報ベル

   800～1,500床　上～中　心機器収容箱・発信機

   800～1,500床　上～中　心受信機・副受信機
火
 
災
 
報
 知

備
　
　
　
　
　
考

機器の使用に支障が生じる場合は、監督員と協議

する。

表記は原則とし、施工前に監督員の承諾を受ける。

注） １） 天井高3,000以上の場合及び上記取付高さにおいて

２） 意匠に関する部分（正面玄関･玄関ホール･EVホー

ル･上級室･会議室）の取付位置は、監督員と協議

すること。

３）

17

プレートの材質

金属製（ステンレス・新金属製を含む） 樹脂製

フラッシュプレートは、図面に特記なき場合は次による。９

位置ボックス等 ケーブルころがし配線で送り配線端子のある場合は、照明器具、スピーカー、感知器の位置ボックスは、不要とする。

ＥＭ－ＥＥＦケーブ ３心以上のＥＭ－ＥＥＦケーブルについて、１心を接地線として使用する場合は当該心線絶縁体の識別色が緑色である材料を使用する

ルの仕様について こと。

地中配線の埋設

深さ等

地中配線で、特記なき埋設深さは0.6ｍ以上とする。また、地中配線には標識シート等（２倍長以上重ね）を設ける。

地中線の埋設標 構内線路における埋設標の材質及びその個数は、図面に記載のない場合は、次による。

鉄製（　　　箇所） コンクリート製（　　　箇所）

10

11

12

13

１．

一
　
般
　
共
　
通
　
事
　
項

接　地　極 図面に特記無き場合は、次表の「接地極一覧表」による。

１００

Ｂ

Ｄ　種

Ｅ

Ｅ

Ｅ

Ｅ

Ｅ

Ａ

ＤＥ

Ｅ

Ω以下

Ω以下

　　　Ω以下

Ω以下

Ω以下

Ω以下

Ω以下

Ω以下

記　号接地の種類 接地極の規格・数量

Ａ・Ｂ・Ｃ・Ｄ

ＥＡ・Ｃ・Ｄ １０

１０

接地抵抗値

Ｃ

Ｄ

ＥＬＨ

Ｅｔ

電話引込口

の保安器用

測定用

構造体接地

等電位接地

１０

１０

　１０Ω以下

Ω以下

　　Ω以下

１０Ω以下

１００Ω以下

ＥＡｔ

Ｄｔ

Ｄ １００Ω以下

ＥＤｔ １００Ω以下

共同接地

共同接地

Ａ　種

Ｂ　種

Ｃ　種

Ｄ　種

高圧避雷器

交換装置用

通信用

通信用

Ｅ

ＥＢ（D=14、L=1,500　または　W=40、L=1,200）×３連－２組

ＥＢ（D=14、L=1,500　または　W=40、L=1,200）×３連－２組

ＥＢ（D=14、L=1,500　または　W=40、L=1,200）×３連－２組

ＥＢ（D=14、L=1,500　または　W=40、L=1,200）×３連－２組

ＥＢ（D=14、L=1,500　または　W=40、L=1,200）×３連－２組

ＥＢ（D=14、L=1,500　または　W=40、L=1,200）×３連－２組

ＥＢ（D=10、L=1,000　または　W=30、L=900）　×１

ＥＢ（D=14、L=1,500　または　W=40、L=1,200）×３連－２組

ＥＢ（D=14、L=1,500　または　W=40、L=1,200）×３連－２組

ＥＢ（D=14、L=1,500　または　W=40、L=1,200）×３連－２組

ＥＢ（D=10、L=1,000　または　W=30、L=900）　×１

ＥＢ（D=10、L=1,000　または　W=30、L=900）　×１

ＥＢ（D=10、L=1,500　または　W=30、L=1,200）×３連－２組

16

電灯・コンセント設備

18 テレビモニター設置 テレビモニター　４Ｋ　65インチ　壁掛金物一式

電 気設備工 事標準 仕様書

電 気 設 備 工 事 標 準 仕 様 書

ハードディスク　１ＴＢ　

11

監修の公共建築工事標準仕様書（電気設備工事編）（最新版）及び公共建築設備工事標準図（電気設備工事編）（最新版）による。

監修の公共建築改修工事標準仕様書（電気設備工事編）（最新版）及び公共建築設備工事標準図（電気設備工事編）（最新版）に
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9
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玄関ホール

カウンター

管理事務所

更衣室

10,400
1

2

a

a
S

イ

S

既設弱電盤

(火報･ｾｷｭﾘﾃｨ･電話･EV)

埋込　ＬＥＤ丸型ダウンライト

●定格電圧：AC100～242V

●下面カバー：アクリル　拡散

●本体：アルミダイカスト

埋込　ＬＥＤ丸型ダウンライト

●定格電圧：AC100～242V

●下面カバー：アクリル　拡散

●本体：アルミダイカスト（a）

（a）

●常時消灯／非常時LED点灯

●本体：アルミダイカスト

●ニッケル水素蓄電池使用

●電源ユニット内蔵（電圧100～242V）

●リモコン自己点検機能付

●点検スイッチ付

●寸法：径φ100×高７4（埋込寸法）

●定格電圧：AC100～242V

●下面カバー：アクリル　拡散

●本体：アルミダイカスト

●埋込穴径：100φＨ93

●下面カバー：アクリル　拡散

●本体：アルミダイカスト

人感センサ－親機

人感センサ－子機

Ｓ

Ｓ

WTK 24819相当品可

WTK 2910相当品可

特記なき配線は下記による。

EM-EEFF 1.6-2C

EM-EEF 2.0-2C

EM-EEF 1.6-3C

EM-EEF 1.6-2C×2

EM-EEF 1.6-3C+2Ｃ

EM-EEF 1.6-3C+2Ｃ×2

天井隠ぺい配線

天井隠ぺい配線

天井隠ぺい配線

天井隠ぺい配線

天井隠ぺい配線

天井隠ぺい配線

目隠ＰＬ SUS150Φ×2
既設器具に繋ぐ

既設器具　取外し再取り付け

既設器具　取外し再取り付け

既設器具　取外し再取り付け

既設器具　取外し再取り付け

既設器具　取外し再取り付け

既設器具　取外し再取り付け

平面図　　1/50

器 具 表

Ｗ70タイプ Ｗ120タイプ

●定格電圧：AC100V～242V

●LEDバー：ポリカーボネート　乳白

●本体：鋼板　白

●LED（電球色）

●寸法：幅70×1,223×高53（埋込穴寸法）

器具光速　3600Ｉｍ（ＦＬＲ40型×2）

ＬＥＫＴ４０７４０３Ｌ-ＬＤ9　同等品

●LEDバー：ポリカーボネート　乳白

●定格電圧：AC100V～242V ●定格電圧：AC100V～242V

●LEDバー：ポリカーボネート　乳白

●LED（電球色）

●寸法：幅120×1,250×高120

●本体：鋼板　白

●LED（電球色）

ＬＥＫＴ413403Ｌ-ＬＤ9　同等品

●寸法：幅120×1,250×高53

器具光速　4000Ｉｍ（ＦＬＲ40型×2） 器具光速　4000Ｉｍ （ＦＬＲ40型×2）

取り付け下地ｼﾅ合板ｔ6木材保護塗装

取り付け下地ｼﾅ合板ｔ6木材保護塗装

ＬＥＫＴ412403Ｌ-ＬＳ9　同等品

●LED（電球色）

●埋込穴径：100φＨ93

●器具光束：630lm　

●LED（電球色）

●埋込穴径：100φＨ93

●器具光束：1380lm　

取り付け下地ｼﾅ合板ｔ6木材保護塗装
取り付け下地ｼﾅ合板ｔ6木材保護塗装

●LED（電球色）

●器具光束：1220lm　

埋込　ＬＥＤユニバーサル　　ダウンライト

埋込　ＬＥＤ軒下ダウンライト

●LED（電球色）

●埋込穴径：125φＨ93

（シルバー）

●器具光束：670lm　

LC×4

既設スイッチより移設

電灯設備図　（新設）

可児市兼山生き生きプラザ１階ロビ－・ホール　改修

イ

D100×16

B402×2

D200×13

既設女子便所

既設身障者便所

D400×3

外部　軒天

シアター・休息コーナー

管理事務所

着付体験コーナー・更衣室

A402×5

C402×2

A402 5台 B402 2台 Ｃ402 2台

7台D30013台16台 D200D100

D400 3台
（ａ）

a

2台

2台

直付けＬＥＤベ－スライト コーナー型ＬＥＤベ-スライト

調光可調光 可

LＥＤＤ87004Ｌ（Ｋ）-ＬＳ　同等品

調光可

LＥＤＤ15311ＦＬ-ＬＳ9　同等品

調光不可

LＥＤＤ-15022ＬＫ　同等品

１５００シリーズ

LＥＤＤ87004Ｌ（ｓ）-ＬＳ　　同等品

調光不可

ＬＥＤＥＭ09821Ｎ非常灯　　同等品

既設器具　取外し再取り付け

直付けＬＥＤベ－スライト

（ａ）×1

（ａ）×1

D300×7
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玄関ホール

更衣室

10,400
1

2

既設弱電盤

(火報･ｾｷｭﾘﾃｨ･電話･EV)

既設器具　取外し再取り付け

既設器具　取外し再取り付け

既設器具　取外し再取り付け

平面図　　1/50

既設空調機　取外し再取り付け

天井裏吊り直し

天井裏吊り直し既設空調機　取外し再取り付け

既設空調機　取外し再取り付け

S

3

配線解体建屋内の自火報及び

及び配線取外し（官庁申請含む）

感知器凡例

スポット型煙感知器

スポット型差動感知器

２種

２種

3 注記：破線の配線・感知器は既設機器を取外し処分とする。

S
既設器機の位置変更

既設器機の位置変更

FL+300

FL+300

2

FL+120

2

2

2
2

2

既設壁コンセント新金属取り換え

既設床コンセント高さ調整

新設コンセント新金属2口　ＦＬ+300

既設コンセントより引き込み。

FEP30

20040 40
木着色保護塗装

ﾀﾞｳﾝﾗｲﾄ取り付け用ｼﾅ合板ｔ6.0

木着色保護塗装

天井照明取り付け下地ｼﾅ合板ｔ6

杉材40*60＠240

木着色保護塗装

78
0

スラブDPL

78
0

スラブDPL

670

4040

6
2
6
0

40*60着色保護塗装

見え掛かり係黒色OP

換気扇

7
80

2
6
0

5
2
0

空調機幅合わす

スラブDPL

杉材40*60＠240

木着色保護塗装

設備機器天井内納め 詳細図　1/30

電話設備コンセント設備

TELアウトレット

既設位置より移設

13

30

管理事務所

空調吹き出し口既設残す

E
M
-
E
E
F
2
.0
-
3
C
(
P
F
22
)

L
A
N
ｹｰ
ﾌ
ﾞ
ﾙ
-
C
A
T-
6
（
P
F
2
2
)

P
F-
2
2
*
3
(
空
配
管
）

E
M
-
E
E
F2
.
0
-
3
C
(
P
F2
2
)

PSへ 

防災用配線配管既設を壁に移設する

（不要撤去配管は撤去）

弱電設備　照明・機械設備取り付け詳細図　　

既設女便所
着付体験コーナー

シアターコーナー・休息スペース

既設身障者便所

既設空調機取外し再取り付け天井吊り　FL+3300

下よりの見え係部分はＯＰ塗装（黒色）

既設換気扇取外し再取り付け下地木組ｼﾅ合板　FL+3300

下よりの見え係部分はＯＰ塗装（黒色）

木部は着色保護塗装とする

空調室内機・換気扇　工事概要

2

可児市兼山生き生きプラザ１階ロビーホール改修
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パーテーションＳＰ－１を製作するにあたり、既設蛍光灯の取付位置を現場実測して寸法を決定すること。
可児市兼山生き生きプラザ1階ロビーホール　改修工事
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同時ツインタイプ

新冷媒対応

新冷媒（Ｒ４１０Ａ）対応

平均エネルギー消費効率３．６６以上
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機 器 番 号 名 称 型 式

冷 房

能 力 (ｋ ｗ )

暖 房 冷 房

消費電力(ｋｗ)

暖 房

運 転 電流 (Ａ )

冷 房 暖 房

圧縮機(ｋｗ)

（内）

送 風 機 (ｋ ｗ )

（外） φ Ｖ

電 源
数量 備 考

空 調 機 器 表

換 気 機 器 表

14

F-5

F-4 天 井 扇

天 井 扇 天 井 埋 込 型

天 井 埋 込 型 100 φ　×　108 m3/h　×　50 Pa

150 φ　×　215 m3/h　×  50 Pa

5

5 ＦＤ付ＳＵＳ製丸型フード150φ

ＦＤ付ＳＵＳ製丸型フード100φ116

28.5 100

100

ｗ φ ｖ
機 器 番 号 機 器 名 称 型 式 能 力

1

電 源消費電力
台数 備 考


